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で
は
、
孤
立
を
防
ぐ
に
は
、
何
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
自
助
（
本
人
自
ら
が
普

段
か
ら
隣
近
所
と
交
流
す
る
）、
共
助

（
地
域
で
お
互
い
を
支
え
合
う
）、
公
助

（
行
政
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

や
制
度
の
提
供
）
の
３
つ
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
今
、
重
要
視
さ
れ

て
い
る
の
が
、
共
助
の
部
分
で
す
。
孤

立
が
心
配
さ
れ
る
か
た
を
継
続
的
に
見

守
り
、
支
え
る
に
は
生
活
空
間
を
共
有

し
て
い
る
地
域
の
か
た
の
力
が
必
要
で

す
。

　

市
で
は
、
こ
の
共
助
の
機
能
を
強

め
、
公
助
と
連
携
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
12
月
か
ら
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
大

き
く
分
け
て
『
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
』
と
『
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
』

の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
付
き

合
い
の
煩
わ
し
さ
を
嫌
い
人
間
関
係
が

希
薄
化
す
る
な
ど
、
地
域
や
社
会
か
ら

孤
立
し
て
暮
ら
す
人
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

深
谷
市
を
見
て
み
る
と
、
平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
の
全
人
口
に
占
め
る
65

歳
以
上
の
割
合
は
約
22
％
で
、
そ
の
う

ち
単
身
世
帯
数
は
５
，
６
８
９
世
帯
。

今
後
も
急
速
な
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢

者
の
単
身
世
帯
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
へ
の
加
入
率
は
、
平

成
18
年
度
79
・
９
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
平
成
24
年
度
は
75
・
６
％
と
減
少

し
続
け
て
い
ま
す
。

　

孤
立
死
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
弱
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
単
身
世
帯
の
高
齢
者
に
限
っ
た
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
と
え
若
く
て
も
、

家
族
が
い
て
も
、
社
会
か
ら
孤
立
し
て

し
ま
っ
て
い
る
人
す
べ
て
に
起
こ
り
得

ま
す
。
ま
ず
は
、そ
の
認
識
を
共
有
し
、

孤
立
を
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

高
齢
者
の
単
身
世
帯
増
加
・

『
孤
立
者
』の
増
加
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▲深谷市全人口に占める65歳以上の割合

①近隣住民（自治会、婦人
会、老人クラブなど）
　情報通として、日常生活
の中でさりげなく見守る
②民生委員・児童委員
　さまざまな公的サービス
と近隣住民による支援の調
整、および個人情報に配慮
して見守る
③地域包括支援センター
　高齢者に関する総合的な
相談窓口
④市、社会福祉協議会
　地域からの情報による公
的サービスの提供

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識

を
掘
り
起
こ
す

　亡くなっているのに誰も気付かず、かなりの日数が経過してから発見されるという、
いわゆる孤立死。特に最近では単身高齢者に限らず、家族と同居している場合や、中年
層でも事例が発生しており、大きな社会問題となっています。孤立を防ぎ、みんなが安
心した生活を送るには、どうしたらいいのでしょうか？一緒に考えていきましょう。 

“地域の力”で

孤立死
ゼロ

▲深谷市の自治会加入率

見守りネットワーク

年度 加入率
平成18年度 79.9%
平成19年度 78.9%
平成20年度 78.5%
平成21年度 77.8%
平成22年度 77.2%
平成23年度 76.4%
平成24年度 75.6%

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
見
守
り
体
制
を
強
化

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
市
民
生

活
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
企
業
や
団

体
と
行
政
が
一
つ
に
な
っ
て
、
地
域
で

支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
異
変
を
早
く

察
知
す
る
た
め
の
も
の
で
す
（
上
図

参
照
）。
自
治
会
や
民
生
委
員
な
ど
の

地
域
の
か
た
た
ち
の
ほ
か
、
新
聞
や
電

気
、
ガ
ス
事
業
者
な
ど
、
住
民
生
活
に

か
か
わ
っ
て
い
る
事
業
者
の
協
力
も
得

て
、
見
守
り
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
（
協
定
締
結
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
今
後
、

関
係
機
関
と
は
、
事
例
報
告
や
対
応
を

話
し
合
う
場
と
し
て
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
、
情
報
の
共
有

化
と
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

親族など

社会福祉協議会

地域包括支援センター

近隣住民

民生委員
児童委員

市 協定締結事業者
（新聞・電気・ガス事業者など）

見守り対象者

安心

協力・提携
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具
体
的
に
は
、
上
図
の
よ
う
に
見
守

り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
つ
い
て
、

誰
が
・
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
・
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
線
で

表
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
多
く
の
線
が
引
か
れ
て

い
れ
ば
あ
る
程
度
、
見
守
り
が
で
き
て

い
る
状
態
で
あ
る
と
確
認
が
で
き
ま

す
。
逆
に
、
全
く
線
が
引
か
れ
な
い
場

合
は
、
孤
立
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く

注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

ま
た
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
は
、

た
だ
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
合
い
の
線

を
引
い
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
ご
近
所
内

の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
、
ど
う
す
れ

ば
解
決
で
き
る
か
、
誰
に
何
が
で
き
る

か
、
そ
れ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
24

年
12
月
25
日
に
自
治
会
長
、
民
生
委
員

な
ど
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
で
は
、
住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
必
要
性
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
７

日
〜
９
日
に
か
け
て
は
、
支
え
合
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
研
修
会
を
実
施
。
市
内

12
支
会
か
ら
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
各
１

自
治
会
を
対
象
に
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を

実
際
に
作
製
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
モ
デ
ル
地
区
の
支
え

合
い
マ
ッ
プ
作
り
で
出
さ
れ
た
課
題
や

問
題
点
な
ど
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

平
成
25
年
度
中
に
市
内
全
域
で
作
製
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

1人ではなく
みんなで支える

　民生委員として、以前から、見守りが必
要なかたの情報が把握できればと考えてい
ました。作業中は、『たぶん・おそらく』
といった情報が多く出されたので、再度、
正確な情報を得ることが重要だと感じまし
た。一人暮らしの高齢者は、ますます増え
ていきます。個人情報保護の問題もありま
すが、支え合いの仕組みを強化するには、
おせっかいも必要かもしれません。情報を
共有し、見守りが必要なかたを複数人で支
えていければいいですね。

杉
す ぎ

田
た

　博
ひ ろ

之
ゆ き

さん

民生委員（岡里地区）
支え合いマップ作りに参加

ちょっとした
情報共有から

　支え合いマップを作製してみて、自分が
考えていた以上に、見守りが必要なかたが
地域にたくさんいらっしゃるのだと分かり
ました。上手に活用できればいいのですが、
プライバシーの問題もあり、難しさも感じ
ています。そのかたを見守るために、どの
程度踏み込むか。どの範囲まで情報を共有
するか。そのバランスが重要だと思います。
　まずは、オープンにできることだけでも
共有していければ、緊急時などに役立つか
もしれませんね。

増
ま す

田
だ

　守
も り

和
か ず

さん

堀米自治会長
支え合いマップ作りに参加

　平成24年12月19日、市内を管轄している右
表のライフライン事業者および配達関係事業者
と『深谷市見守りネットワークに関する協定』
を締結しました。

見守りネットワー
クに民間事業

者も協力

協定締結事業者（2月28日現在）

埼玉北部第4実行委員会 新聞配達

深谷地区牛乳協会 飲料配達

東京電力熊谷支社 電気事業者

埼玉ガス株式会社 ガス事業者

埼玉県LPガス協会深谷支部 ガス事業者

株式会社ジーシーシー自治体
サービス

水道：料金
徴収

東京ワックス株式会社 水道：検針

生活協同組合さいたまコープ 食品等配達

埼玉北部ヤクルト販売株式会社 乳製品販売

　

支
え
合
い
マ
ッ
プ
は
、『
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
誰
が
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
っ
て
い
る
か
』、『
地
域
で
孤
立

し
て
い
る
人
は
い
な
い
か
』
な
ど
を
地

図
上
で
明
確
に
し
、
課
題
の
解
決
に
役

立
て
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
っ
と
見
守
る

そ
こ
か
ら
始
め
る

支
え
合
い
マ
ッ
プ
で
孤
立
し
な
い
地
域
づ
く
り

　

見
守
り
の
原
点
は
隣
人
と
し
て
の
気

遣
い
で
す
。
同
じ
地
域
に
住
む
仲
間
と

し
て
気
に
掛
け
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
見

守
り
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。ま
ず
は
、

自
分
の
身
の
周
り
に
目
を
向
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

人
・
孤
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
具
体
的
に
行
動
す
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
で
す
。そ
ん
な
と
き
は
、

『
毎
日
庭
で
見
掛
け
る
』
と
い
っ
た
よ

う
な
こ
と
で
も
、
十
分
見
守
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
る
、

夜
に
な
っ
て
も
電
気
が
つ
い
て
い
な
い

な
ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で
何
か
異
常

を
感
じ
た
と
き
は
、
市
役
所
・
消
防
署
・

警
察
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
４
）、
長
寿
福
祉
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
５
）

モ
デ
ル
地
区
で
支
え
合
い
マ
ッ

プ
を
作
製
、
平
成
25
年
度
中
に

市
内
全
域
へ

　見守りの対象となる
のは、一人暮らしの高
齢者、高齢者のみの世
帯、要介護者とその家
族、障害者などのほか、
気になる人がいればす
べて書き込みます。

支え合いマップ
のイメージ 一人暮らし

　高齢者

〇〇さん

〇〇さん

民生委員 畑

遊びに行く

訪問

仲良し
畑で会う

毎日畑に行く

※日本郵便株式会社とも協定の締結を予定しています。

●災害時要援護者名簿への登録
　安否確認や避難支援などに役立てる
制度です。不安をお持ちのかたは登録
をお願いします。
●緊急通報装置の設置
　急病などの緊急時に、通報先へ簡単
に連絡ができる装置を取り付けます。
慢性的な病気のある一人暮らしの高齢
者などが対象です。

日々の安心をサポートする制度

ご利用ください


